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【ＣＣＤカメラによる調査の作業実績】
●作業人数：49人
●作業時間：10月11日午前10時頃～午後２時頃
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分析項目 1号機原子炉格納容器内滞留水

（H24.10.12採取）

1号機原子炉建屋北東三角コーナー滞留水
（H24.9.20採取）

ｐＨ ７．２ －

導電率【μＳ/ｃｍ】 ８８ －

塩素濃度【ppm】 １９ 200

γ放射能濃度
【Bq/cm3】

Cs134 1.9E+04 4.1E+04

Cs137 3.5E+04 7.4E+04

I-131 ND ND

福島第一原子力発電所
一号機原子炉格納容器内滞留水の分析結果

平成24年10月12日
東京電力株式会社



Ｘ１００Ｂペネ（９／２６孔開け加工済）から調査装置を挿入することにより，以下
の調査を実施する。

【実施事項】

No. 実施日 実施内容 調査装置 個人最大被ばく線量
【mSv】

１
10/9 首振りカメラによる内部撮影

（1階グレーチング上部）

パン・チルトカメラ ２．７４

２
10/10 滞留水の水位・雰囲気線量の測定 CCDカメラ

線量測定器
２．１３

３
10/11 ＣＣＤカメラによる内部撮影

（1階グレーチング下部）

CCDカメラ １．８３

４
10/12 滞留水の採取 サンプリング装置 １．７２

５
10/13 常設監視計設置

（雰囲気温度，滞留水温度，滞留水水位）

熱電対，水位センサ

※計画線量：１０ｍＳｖ/人・日

福島第一原子力発電所１号機原子炉格納容器内部調査結果について
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滞留水の採取方法

シールボックス
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●採取量
滞留水約２５０ｃｃを採取した。

●滞留水線量
約０.５ｍＳｖ/ｈ（ＢＧ：約０.３ｍＳｖ/ｈ）

※サンプリング水の分析は今後実施
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